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級 認定する知識と能力のレベル 企業活動の基本 品質管理の実践 品質管理の手法 

 

１

級 

組織内で発生するさまざまな問題に対し

て、品質管理の側面からどのようにすれば

解決や改善ができるかを把握しており、そ

れらを自分もしくは自分が主導していく

ことが期待されるレベルです。また、自分

自身で解決できないようなかなり専門的

な問題については、少なくともどのような

手法を使えば良いのかという解決に向け

た筋道を立てることができる力を有して

いるようなレベルです。 
組織内で品質管理活動のリーダーとなる

可能性のある人に最低限要求される知識

を有し、その活用の仕方を理解しているレ

ベルです。 

 ・方針管理の進め方 
・部門別管理、機能別管理とは 
・源流主義、設計の品質（品質機能展開など） 
・製造の品質 
・市場段階の品質 
・購買管理と検査 
・ 信頼性とは（概念(三大要素含む)、意義、役割を含む） 
・ シックスシグマ、TPM、プロジェクトマネジメント、リスクマ
ネジメントなど品質管理周辺の活動 

・推定･検定の適用(不適合品率の推定(二項分布(計数値), 
ﾎﾟｱｿﾝ分布含む) 
・回帰分析の活用（重回帰分析を含む）  
・管理図全般の活用 
・抜取検査方式の活用（設計と実施） 
・実験計画法の活用（直交表実験、分散分析など） 
・品質工学とは（パラメータ設計を中心として概論と効

用） 
・信頼性工学とは（寿命分布と故障率,ＦＭＥＡ,ＦＴＡ、
バスタブ曲線など） 
・新ＱＣ７つ道具とは（活用方法を含む） 

 

 

２

級 

一般的な職場で発生する品質に関係した

問題の多くを、QC 七つ道具等の初歩的手
法を活用して、自らが中心となって解決や

改善をしていくことができるレベルです。

更に、QC 七つ道具以外の管理技法に関し
ても知識を有し、品質管理の実践について

も、十分理解し適切な活動ができるレベル

です。 
 品質管理が直接の仕事となっていない

方々の中で品質管理を良く知っており、基

本的な管理・改善活動を自立的に実施でき

るレベルです。 

 ・データの取り方・まとめ方 
・推定・検定とは 
・確率分布とは（正規分布などを含む） 
・分散の加法性 
・統計的プロセス管理(管理図法の実施、工程能力と工程
能力指数など） 
・抜取検査の実施 
（計量規準型抜取検査、計数規準型抜取検査） 
・相関分析とは（相関係数、系列相関（大波の相関、小

波の相関）など） 
・単回帰分析とは（回帰係数の推定、寄与率、残差標準

偏差） 
・実験計画法とは 

 

 

３

級 

ＱＣ七つ道具については、作り方、使い

方をほぼ理解しており、職場において発

生する問題について、改善の進め方の指

示を受ければ QC 七つ道具を用いて問題
を分析したり、解決方法を検討したりで

きるレベルです。更に、品質管理の実践

についても、知識としては理解している

レベルです。 

指導者がいれば、基本的な管理・改善活

動を実施できるレベルです。 

 

 

品質管理の原則 
・QC ｽﾄｰﾘｰ 
・ねらいの品質(設計品質) 
・製造･サービスの品質(できばえの品質） 
・品質特性とは（代用特性を含む） 
・PDCA,SDCA,PDCAS 
・プロセスとは 
・プロセス重視(品質は工程で作るの広義の意味 
・品質管理のあり方(ﾌｧｸﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ) 
・重点指向とは(選択、集中、局部最適） 
実施法 
・初期管理(初期品管理、初期流動管理)について 
・日常管理とは（問題の捉え方、管理項目と点検項目) 
・方針管理とは 
・維持管理(工程の管理も含む,一部改善に関わる、データに基づく)
・工程の管理(安定化：QC工程図(表)、検査基準書、作業標準書、
安定状態、作業の標準化） 
・小集団活動の進め方 
・顧客満足(ﾏｰｹｯﾄｲﾝ、顧客指向） 
・クレーム処理（苦情処理、ｸﾚｰﾑ対応) 
・官能検査と評価基準（物理測定値に置き換えられるなど） 
・計測器管理とは（計測機器の管理、校正） 
・是正処置(暫定処置(対策)、恒久処置(対策)（応急、再発防止、発
生原因防止、流出原因防止） 
・測定の基本（測る、量るとは、計測器とは） 
品質保証 
・品質保証とは 
・品質保証体系図とは(何であるかが分かる程度） 
・製造物責任とは（消費者戦略、製品安全を含む） 
品質マネジメントシステム 
・ISO9001とは（品質保証の観点） 
・品質監査とは（内部監査とはを含む） 
・ISO9001の具体的な取り組み 
問題解決 
・QC的問題解決ステップと各ステップの留意事項 
標準化 
・標準化の目的と意義 
・標準値 
・社内標準化の意味 
・社内標準化の進め方（社内標準体系・範囲、要件、管理） 
・工程の標準化 
・JIS規格の概要 
・ISO、IEC規格の概要 
その他 
・第三者評価制度とは 
・品質管理の変遷（概要） 
・信頼性とは 
・工程図記号 

・データの取り方・まとめ方 
・グラフ(グラフとは、種類、適用、作り方、見方、時系
列グラフ含む） 
・ヒストグラム(とは、作り方、見方)（用語を含む） 
・管理図とは（X bar－R、X－Rs管理図の作り方、作成
されている管理図の見方の基本を含む） 
・基本統計量（平均値・メディアン・標準偏差・分散・

変動係数など）とその計算の仕方 
・工程能力指数とは（Cｐとは） 
・散布図とは（作り方、見方、使い方） 
・パレート図とは（作り方、見方) 
・特性要因図とは（作り方、見方） 
・サンプリングと誤差 
・チェックシート（とは、作り方、使い方） 
・適切な層別の実施 
・検査とは（計量検査、官能検査、抜取検査(計量、計数)） 

 

４

級 

組織で仕事をするにあたって、品質管理

の基本を含めて企業活動の基本常識を理

解しており、上司や先輩の指示に従って

仕事が遂行できるレベルです。企業など

で行われている改善活動も言葉としては

理解できるレベルです。 
社会人として最低限知っておいて欲しい

仕事の進め方や品質管理に関する用語の

知識は有しているというレベルです。 

・５Ｓ(4S,3S,2S含む） 
・製品とは(商品、ｻｰﾋﾞｽ
を含む 
・安全とは 
・三現主義 
・５ゲン主義 
・企業生活のマナー 
・ほう・れん・そう 
・５W1H 
・規則と標準(就業規則含
む標準類の紹介） 
・職場の管理項目とは

（QCDPSME)  

・品質第一（品質至上） 
・品質管理(QC)とは(事実に基づく管理) 
・お客様とは 
・工程とは（前工程と後工程含む、付加価値、品質は工程で作る、

後工程はお客様） 
・小集団活動とは（QC ｻｰｸﾙ含む) 
・問題とは(あるべき姿と現状の差、品質管理での定義のみ） 
・管理活動(維持活動) 
・改善とは（改善活動、QC ｽﾄｰﾘｰ、歯止め、品質意識、原価意識、
改善提案制度) 
・重点指向とは 
・PDCA（ﾃﾞﾐﾝｸﾞｻｲｸﾙ、管理・改善・歯止め) 
・異常とは(異常原因、偶然原因） 
・初期品管理(初物含む) 
・クレーム(苦情) 
・ＱＣＤ 
・適合（品） 
・不適合(品)（不良、不具合を含む） 
・検査とは 
・検査の種類（受入、工程内、中間、出荷、最終、自主） 
・標準化とは 
・作業標準とは(作業の標準化) 
・社内規格(社内標準、手順書など) 
・標準の種類(国際、国家、業界など） 

・QC７つ道具とは（各名称と使用の目的レベル） 
・層別とは 
・異常値とは 
・ロットとは 
・平均とばらつきの概念(ものづくりはばらつきとの戦い) 
・算術平均の求め方 
・データとは（科学的な見方、事実に基づく） 
・計量値、計数値とは 
・データの取り方の基礎(母集団、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ、ｻﾝﾌﾟﾙ含む) 
・範囲とは（概念を含む、最大、最小とは、計算方法を

含む) 

・ 注）「品質管理の実践」については、２級、３級の範囲は分かれませんが試験のレベルが異なります。２級は該当のキーワードについて、活用ができるレベル、３級は知識を持っているというレベルです。また、キーワードによっ

ては、２級は踏み込んだレベル、３級は概要的なレベルの場合もあります。更に、1級でも品質管理の実践については、2級・3級で要求されている実践の指導に必要な知識と能力を問う試験も出題されます。 


